
 

   東海大学放送研究部第１回 OB 会総会議事録 

 

日時：2007（平成 19）年９月１６日（日）１４時３０分～１５時３０分 

場所：東海大学代々木校舎 ３号館 第一会議室 

出席者：村居，佐久間，森，酒井，今宮，野口，井上，瀬川，中村，吉田（公），海津， 

    小林（三），橋本，榎，木原，千野，塚本，深澤，平井，白石，西岡，野上， 

    木村，吉田（邦），佐藤 （敬称略）            以上 25 名 

式次第 

１．開会 

  （議長指名） 

２．会長挨拶     木村正義 

３．平成 18 年度 事業報告    砂子昭彦（佐藤一） 

４．平成 18 年度 決算報告    砂子昭彦（佐藤一） 

５．会計監査報告     吉田公子 

６．平成 19 年度 予算案    小林三枝子 

７．友誼会員推薦の件    佐藤一 

８．会則改正の件     佐藤一 

９．平成 19 年度 事業・活動計画案   佐藤一 

10．閉会 

  開会の後，議長を吉田副会長が務めることになった。 

  なお，議事に先立ち，04，05 年卒業生と現役の参加もあることから，参加者の自己 

紹介を行った。 

議事 

  1. 平成 18 年度 事業報告 

   ・配布資料に基づき，砂子氏に代わって事務局の佐藤が平成 18 年 9 月以降の経過報

告を行った。 

   ・12 月までの正式発足までの経緯と預金口座作成に郵便振替口座の取得をした。郵

便振替口座とした理由は，本人記述の振込用紙がそのままコピーして事務局に送

られてくるので，住所・電話番号等の把握が正確にできる。 

（一同，拍手で賛同） 

  2. 平成 18 年度 決算報告 

   ・事業報告に続き佐藤が 18 年度決算報告を資料をもとに報告した。 

（一同，拍手で賛同） 

  3. 会計監査報告 

   ・会見監査吉田公子氏より適正な経理が行われている点の報告があった。 

    なお，決算報告綴りはその後，会員に回覧した。 

（一同，拍手で賛同） 

  4. 平成 19 年度 予算案 

   ・小林三枝子会計担当より，資料に基づき予算案の提案があった。 

    今年度も会費収入は昨年並みで考えている旨の説明が加えられた。 

    なお，今年度は現放送研究部に活動援助金を渡すことができる。 

（一同，拍手で賛同） 



 

  5. 友誼会員推薦の件（資料なし） 

   ・事務局の佐藤から昨年，50 周年記念式典の役員だった「原正樹君」

が今年１年現役で在籍している関係で，「現役と OB の橋渡し役を

してもらえる」と考え，友誼会員として承認いただきたいとの提

案があった。 

（一同，拍手で賛同） 

  6. 会則改正の件 

   ・友誼会員推薦に関して，役員並びに提案者が友誼会員の適任者を推薦しても，現

会則に従うと正式には１年間待たなければならない。しかし，その性格上すぐに

動かなければならない事態が起こりうるために現行の会則の第 5 条 2 項友誼会員

の条文に但書を付加することを提案した。 

現行と改訂の条文は次のようになる。 

（現行） 

第５条 （会員） 

本会は、次の会員で組織する。 

     ２．友誼会員 OB 会の活動に参加を希望し総会で承認された者。 

（改訂） 

第５条 （会員） 

本会は、次の会員で組織する。 

     ２．友誼会員 OB 会の活動に参加を希望し総会で承認された者。 

   ただし，役員会の承認により当該年度期中からの活動を可能とし，次期総

会において承認を得ることとする。 

（一同，拍手で賛同） 

 

  7. 平成 19 年度 事業・活動計画案 

   ・資料に基づき，佐藤より３項目の提案があった。 

   (1)見学祭の折に放送研究部訪問 

    ・OB 会として活動援助金を渡す。 

    ・原則として放研の行事にできるだけ OB 会として参加する。 

    ・OB 会と現役の交流会などを年 1 回開催できるように提案。 

    ・放研に OB 会との連絡窓口（OB 連絡担当）をおいてもらう。（提案） 

 

   (2)ホームページの開設 

    ・OB 会の HP 開設にあたり，レンタルサーバを「さくらインターネット」から借

りる予定である。ここは，格安で比較的安定している。（現在，佐藤が他のグル

ープで使っているが全く問題なく安定している。）との説明があった。 

    ・ここのサーバはメールアドレスを無制限に設定できるため，OB 会全体のメーリ

ングリストや役員，年度別のメーリングリストを作ることができる。 

 

 



 

   (3)会員の新規加入の誘い 

    ＊現役生の友誼会員の推薦の件 

    ・できるだけ多くの会員の参加を HP などで勧誘する。 

 

  （提案と意見） 

    ・学校が見学祭の折に計画している「ホームカミングデー」などを利用して OB

が集まり，現役との交流を深めたらどうか。 

    ・放研が OB に配布している「Air TBC」の編集担当者と OB 会事務局との連携を

深める方法が良いと思う。 

    ・現状の OB 会はどこまで把握しているのか？（現状では昭和 45 年までのデータ

をもとにしている。） 

    ・今までの OB の中でそれぞれコアがあるのではないかと思うが，そのような仲

間をできるだけ把握する必要があるように思う。 

    ・OB 会の HP と現役の HP とのリンクが張れて，情報が流せるようになるといろ

いろな年代の仲間からの反応があるように思う。 

    ・会計で多年度会費納入者については，会計で把握できているのか。 

    ・上記，(3)項の「誘い」では弱いので「勧誘活動」としたらいいのではないか。 

    ・OB 会を継続するためには，若い力が必要なため今後とも連携したいと考えてい

る。 

（一同，拍手で賛同） 

 

以上のようにさまざまな意見が出て，第 1 回総会は無事終了した。 

 


